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比較 言語が 國史の 研究に 當 つて 究竟の 手段と なること は、 決して 稀な ことで はない が、 や 、も すれば 忘れられ 勝で 

ある。 比較 一一 一一 口語が 手段と なる 場合 は 種々 であり、 また その 役に立ち 方も區 々である。 まづ考 へられる の は、 外來 語の 

研究で、 これによ つて 我國 民が いろいろの 時代に 言葉 の 違った も のから 受けた 影響 を 知る ことができる。 詳しくい へ 

ば、 いろいろの 時代に ついて 一 々にどう いふ ものから 影響され たか、 また その 影響 は どれほどの もので あつたか、 ま 

た その 影響 はどうい ふ 風に して 起って 來 たかと いふ やうな こと を 知り 得る ので ある。 我 國民は 極めて 古い 時代より し 

て 今日に 至る まで 外國 民と 接觸 のなかつ たこと はなく、 かれらに 感化 を 及ぼす とともに、 常に かれらの 影響 を 受け て 

來 たので あるから、 その 事 實は必 す 知らねば ならぬ ので ある。 戰爭、 使者の 往來、 通商 貿易、 航海 者の 漂着、 移民の 

渡來 などの 個々 の事實 は、 古く は傳說 にも 殘り、 や、 後に は記錄 にも 杯して、 その 大體は 明かに する ことができ るの 

であるが、 これらの 個々 の事實 によって 與 へられた 影響、 例へば 信仰の 變化 とか、 制度の 變化 とか、 趣味の 變化 とか、 

生活法の 變化 とかい ふやうな ことに 至って は、 その 詳しい こと を これらの 傳說 や、 記錄 のい ふところ よりして 知る こ 

と はでき ない。 かくの 如き は 一 に 外来語の 研究に よって その 知識 を 補 ふべき ものである。 ある 場合に は外阈 から 將來 

された 物品が^ 存 し て 、 言葉と 相俟 つ て發 明す ると ころ あらしむ る こと も あるが、 その 場合 に も 言葉 の 研究の 方が 主 

體を なすので ある。 また ある 場合に は 影響の 事實が 傳說に 殘ら す、 記 錄に存 せす、 古物の 參考に 供すべき ものな く、 
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その 事實 を立證 する もの は 外来語の 外に はまる でない とい ふ ことがある。 かくの 如き 場合に は 一一 目 語の 研究が 最も 威力 

を發 ^する ので ある。 しかも かくの 如き 場合 は 決して 稀 有で はなく、 實 にしば しば 存す るので ある。 

つぎに 地名の 硏究 であるが、 地名と いふ もの は 住民の 言 薬が 變 つても、 政治 上の 關 係が 革 まっても、 依然として 存 

桉 する ことが 多い。 故に 現在の 住民の 一一 目 葉で 解釋 のでき ない 地名が あれば、 まづ それ を 先住民の 殘し たものと 假定し 

て 犬なる 間逮 はない。 そしても し 考古學 とか 人類 學 とかい ふ ものの 力で 先住民が どうい ふ ものであった かが 知られて 

ゐ、 かつ そのものの 言語が 現に 別のと ころで 生きて ゐ るか、 或は 文獻 的に 殘 つて ゐ るか、 とにかく その 文法、 その 語 

彙が 知れて ゐる やうな 場合に は、 まづ この 言葉 を 以て 解釋を 試みる。 先住民が ただ 一種で なく、 數 種あった とすれば- 

解釋し 得る もの にぶつ かるまで、 その 仕事 を つ づ く ベ きこ と 勿論で あ る。 かくの 如き 現在 の 住民の 言葉で 解釋 のでき 

ない 地名の^ する ときには、 必す 一 つや 二つで はなく、 數 多く 存 する のが 常例で あるが、 先住民が 一 種で ある 場合に 

はさう いふ 地名の ひろがりが、 ほぼ 先住民の ひろがり を 示す ことになるし、 もし 先住民が 二種 以上で ある 場合、 解釋 

に 要した 言 猪が 二種 以上で あれば、 甲種の 言 紫に 馬す る もの、 乙種の 言葉に 屬 する もの 等に 分別し、 各秫 類に ついて 

その ひろがり を 調べ 上げれば、 甲種 乙秫 等の 先住民の ひろがりが、 ほビ 明かに される 譯 である。 ある 場合に は 地名の 

助けに よって 取に もと その 地に 他：^ 族の 居住した こと を 確認す るに 止まらす、 より 以上の 事實を 知り 得る ことがある- 

國 語の 地名から 引き出される 論 結 も 中々 重要で ある。 まづ 第一 に、 地名が 土地の 形と か、 樹木の 名と か、 または これ 

に 類す る こと を 示す 場合に は、 洽 桑の 變の 後に も、 よく その 地の 往古の 事情 を 明かなら しめる。 また 地名が 制度 上の 

言葉で ある 場合に は、 これによ つて、 この 關 係に 於け る 種々 の 困難な 問題 を 解決す る關 鍵と なる。 


r. 


それから 人名の 研究で あるが、 これ は 命名 上の 習慣 を 知らし め、 時として は 風俗 史の 材料 ともなり、 制度 史の 材料 

ともなる 。 こ と に祌 話傅說 の 中に あ ら はれる 祌祇 及び 人物 の 名 を 研究す る こと は、 太古 史上 の 幾多の 重要な る 問題 を 

解決す る 端緒と なる ものである。 これらの ものの 中には 先住民の 一一 一一 n 葉に よって 始めて 解釋 される もの も あらう、 また 

近隣の 外國 語に よらなければ 說明 のっかな いもの も あらう。 かう いふ ものが 明かに なれば、 神話、 傳說の 性質 も はつ 

きりして 來る譯 である。 また 家の 名の 研究 は 古代史、 中世史の 不足の 史料 を 補 ふ 重要な 事實を 提供す る ことが 多い。 

侗々 の單 語の みならす、 國 語の 全體の 組織 もまた 過去の 知識 を 授ける ものである。 人の 話す の を 聞けば、 どこの も 

ので あるかが 知れ、 ま た 方言 に 通じた 人 はほんの 僅かの 單語 よりして その 人の 鄕貫を 定め 得る ものであるが、 言語 學 

はー國 民の 言葉に よって、 歷史に は 移住 もしくは 植民に ついて 傳 へる ことが なくと も、 確乎と して その 今日の 住 地が 

本源の 住 地なら ざる こ と を 斷定す る ことが 稀で はな い。 さう いふ ことができ るの は、 まづ その 言葉の 構造が よく わか 

り、 これと 合 はせ て 見る ものが 充分に ある 場合で あるが、 比較に は 周到の 注意 を 以て 一 々に 行 ひ、 その 最もよ く 合 ふ 

ものが 出て 来たらば、 その 話される 土地 を 假に鄕 土と 定め、 この 地より して 今日の 住 地に 至る 道筋 を いろいろに 考へ 

て 見て、 さて どの 道筋に 當る言 葉の 影響 を 受けて ゐ るか を 調べ、 これによ つて その 道筋 を 確定し、 それが きまれば、 

さきに 假定 して 置いた 鄕土 もまた 從 つて 確定す るので ある。 かやう に 合 はせ て 見る ものの ある 場合の 外に も、 言語 學 

は その 言葉 の 系統 を 調査 し、 その 系統に 屬す るいろ いろの 言葉 にあら はれる 語彙と 文法 上 の 形式と を 原形 に復 し、 原 

語の 姿を^ 紫せ しめ、 考 古學、 人類 學、 地理 學 等の 力 を 借りて その 一一 目 葉の 鄕土 について 說を 立てる。 この場合の 結 某 

は 前の 場合 ひ 結^の やうに 確かな ものと はい へない が、 それでも その 結^の 中には 大いに 取るべき ものが ある。 言語 
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學 の論斷 すると ころ は、 言葉の 鄕 土が いづれ の 地であった かとい ふこと だけで はなく、 その 故鄕に 於て その 民の 有し 

た 文化の 程度 は 如何、 また その 民が 鄉土を 離れた の は 何時であった かとい ふこと にも 及ぶ。 鄉 土に 於け る 文化の 稃度 

を 論斷す るに は 主 として 復活され た 原語 の 語彙 の 調 茶に よる。 原語 の 復活 は そ の 言語 系統 に屬 する ：w 葉が 共有す る 單 

おの 形の 異同 を 按じ て；. 仃 ふので あるから、 その 語彙 は 眞に初 か ら あつ た單語 のみと いひ 得る "故に それ を 調 茶 すれば、 

鄉 土に 存 した 事物が 知れ、 郎ち 文化の 程度が わかる 譯 である。 その 民が 何時まで 鄕 土に 住んで ゐ たかと いふ こと を 論 

斷す る の も、 やはり 原語 の ^彙を 材料に する ので ある。 かう い ふ 事 は 專ら言 語 のみに よって 論斷す る こと はで きな い 

けれども、 最古の 歷史の 傅 ふるところ にも 鑑み、 考古學 の 結論に も據 つて、 多くの 個々 の 事實を 確定し、 いろいろの 

特微を 明かに する ことが 不可能で はない。 

言葉 は 話す 人の 思想の 反映で ある。 人の^す の を 聞けば、 その 性格な り、 その 氣分 なりが ある 程度まで 知られる の 

と： Z じく、 闽-語 は！： 尺の 精神 上の 特微 を；； 小す ものである。 この 特徴 は 音韻に も、 語彙に も、 語形に も、 文 段に も あら 

はれ、 外！： 語と 比較す ると、 その 姿が はっきりと 兌え る。 阈語は 時代に よって その 風格が か はる。 これ も. 相 異なる 時 

代の^ 葉 を 比較して 兌れば、 すぐ H のつ くこと である。 ギ代 的に は 相 接して ゐて も、 氣 風の 全く 逮ふ 二つの 時代の 言 

^は、 すべての 點に 於て^ つたと ころが ある ものである。 昔の 舉者は 好ん で 歌の 風體 によつ て 時代の 盛衰 をトす る と 

いふ やうな 說 をな したが、 それ は 要するに この こと をい つた ものである。 歌の 內容 よりも、 歌の 調子と か、 1ば^ の 使 

ひ 方と かいふ ものに 茧 きを^い たの は、 いかにもお もしろ いと S3 ふ。 
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ある 一 つの 國 民から どの位の 影響 を 受けて ゐ るかと いふ 問題 を 解決す るに も、 その 國 から 轉 入した 語の 數が どの 

位 あるか、 それが 國語 の 全 語彙 に對 して どうい ふ 割合にな つて ゐ るか、 ま た 外來語 の 總數の 何 割 を 占め てゐ るかと い 

ふこと を 調べ 上げる のが、 あらゆる 傳說ゃ 記錄の 調べよりも、 すっと 確かな 手がかり となる ものである？. この 關 係に 

於て 特に 著し いのは 漢^であって 實に阈 語の 一半 をな す。 言海の 末尾に 附 けて ある 採牧 語の 類 ^表に よれば、 總語數 

三 九 一 〇 三の 中、 漢語が 一 三 五 四 六、 和漢 熟語と いふ ものが 一 一七 一 一四、 漢外 熟語と いふ ものが 一 一 一 七、 和漢 外 熟^と 

いふ ものが  一 ニー、 すな はち 漢語の 息の かゝ つて ゐる ものが すべてで 一 六 五 〇〇、 總語 數に對 する 割合 は 四 割 二分 三 厘 

ほどに なり、 また 外来語の 總數は 一七 二八 六で、 これに 對 する 割合 は 九 割 五分 五 厘に なって ゐる。 漢語 及び 漢語の 息 

のか かって ゐる ものが、 總語數 の 四 割 一 一分 三- M と はや ゃ少 きに 失する やうで あるが、 言 海 は 漢^の 採牧 をよ ほど^ 控 

〈た 跡が あるので、 實 はもつ と 割合が 多くなる 譯 なので ある。 恐らく は 五 割に もなる であらう。 外來 語の 總數の 九 割 

五分 五一 M を^め ると いふの は、 いかに も^ 倒 的 である。 今！！： では 西洋から 押し寄せて 來た 言葉が 非常に 多くな つて ゐ 

るから、 九 割 五分 五 厘と いふ やうな 譯には 行くまい が、 また 一 方に 於て 新ら しき 事物に 對 して 漢^の 名稱 が^んに^ 

ら れてゐ るから、 その 割合 はや はり 甚高 いと ta ふ。 

一 つの 外阈 語から これほどまでの 影響 を 受けて ゐる とい ふこと は、 大いに 注意し なけ^ば ならぬ ことで ある。 これ 

に 類す る 例 を 求 むれば、 まづ 英語、 ぺ ル シ ャ語 などが 心に 浮ぶ。 英語の 一 半 はフラ ン ス語 から 来た ものであって、 そ 

比 較 言 語 
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れらの もの は 概して 本 米の 英語の ごとくに 發 音せられ、 外國 から 傳來 した ものと も 思 はれない こと、 國 語に 於け る 

漢語の ごとき ものである。 英國 がかくまでに フラ ン ス 語の 感化 を 受けた の は、 主として はノ ー マン • コンク I スト、 

卽ちフ ラ ン ス から 来た 種族に 征服され たとい ふ事實 により、 その後 久しい 問フ ランスの 地と 一 域 をな したと いふ 事實 

も 大いに 與 つて 力が ある。 文學 上の 影響 ももと より 兒 逃がす こと はで きないが、 この場合に はむしろ 從 たる ものと 考 

へられる。 またべ ル シャ 語の 一 半 はァラ ビヤ 語から 來 たもので あって、 その ァラ ビヤ 語から 來 たもの の 扱 はれ 方 は、 

英語に 於け るフラ ン ス傳來 語、 國 語に 於け る 漢語と 異なる ところがない。 ァラ ビヤ 語の ベ ル シ ャ 語に 及ぼした 影響の 

大き いのは、 ペルシャの 地が ァラ ビヤ 人の 占領す ると ころと なり、 その 支配 を 受ける ことが 長かった こと 篤く、 ァラ 

ビヤの 學 術技藝 を^ 襲す る ことが 久しかった からで ある。 この場合に は 文學の 影響が よほど 強く 加 はって ゐる やうで 

ある。 ペルシャ 人が：： いく ァラ ビヤ 人の 政權 から 獨 立した にも 拘ら す、 宗敎 はな ほ舊に 依り、 舉 術技藝 もまた 因習 を脫 

却 しないの を 兌ても、 その 感化の いかに 大き か つた かとい ふこと が 忍 ひ やられる」 漢語が 阈語 に 影響 を與 へたの は、 

一に 文學 によって、 及び 文物 を 通じてであって、 フランス語の 英語に 於け る、 ァラ ビヤ 語の ペルシャ 語に 於け ると は 

全く 異なる ものである。 比較 を 取るならば、 むしろ ラテ ン語が ゲル マ ン語に 影響 を與 へたの が これに 近い やうに 考へ 

られ る。 ゲルマン 人 は 口 ー マの 商人に よって 商業と いふ こと を 知った ことが、 Mtiiize の moiieta に 出で、 kaufen の 

CJ-UIDO に 出で、 ：pfulld の づ ondo に 出で たのに よって 知られ、 Strasse の strata  (via) に 由来し、 Meile の millc 

(passuulll) に 出る のによ つて、 道路工事に 於ても 口 1 マ 人はゲ ル マ ン 人の 先生であった ことが 知れ、 Mauer が mfir か 

ら、 walk が calx から、 Ziegel が tegula から、 ICeller が cellarium から 出て ゐ るの は、 建築 術 を も ゲル マン 人 


は 口 ー マ 人から 敎 はって ゐる こと を 知らし め、 wocb が caulis から 出で、 pfefes* が I)iper から、 Seuf が sinapis 

力ら Kll.sche が ceresia から- Birne が P11.UU1 から、 PAaume が JJrslus から 出て ゐ るの は、 これらの 食 F.^,!- 

を 口 ー マ國 から 輸入した こと を 意味し、 woch が cocus  (COCUUS) に 出で、 K:  che が cocina に 出で、 wessel が 

catilus に 出る の は、 料理の 方法まで 口  — マ 人から 傳へ たこと を吿げ る。 これ を 要するに、 ゲルマン 人 ははる かに 文 

明の 程度の 高かった n  I マ 人から、 さまざまの 文物 を傳 へ、 それと ともに 言槳を も 受け 繼 いだので あった。 これ はす 

つと 古い 顷 のこと であるが、 やや 後れて は キリスト 敎 とともに 宗敎關 係、 舉問關 係の 事物が 傳 はり、 これ をい ふ 言葉 

も问 時に 移住し、 長く 土 著して 動かない。 國 語の 中に ある 漢語 はこれ と 似た 事 實を敎 へる。 

眞似 をす る やうで あるが、 「ゼ 一一」 などと いふ 言葉 は隨分 古く 輸入され た 言葉で あらう と 思 ふ。 「 錢」 とい ふ シナの 

言葉から 出て ゐる ものである こと は 疑 はれない が、 外来語た る こと は敎 へられなければ、 恐らく は 知れない。 つまり 

漢語と いふ 氣持は 全く なくなって ゐ るので ある。 度量 權衡 に關 する 言葉すな はち 「シ ャク」 「スン 」r ブ」 「シ 3 ゥ」 「ガ 

フ」 r シ ャ ク」 「ク ヮ ン」 r モ ンメ」 r フ ン」 の 類 は いづれ もシナ 語から 来た ものである。 (「尺」 r 寸」 「分」 「升」 「合」 「勺」 

「貫」 「匁」 「分」)。 たぐ 一 つ 說明を 要する と 思 ふの は 「匁」 である。 「匁」 は r 錢」 とい ふ 字の 古體 ともい ひ、 また 「文」 

に 「メ」 を 加へ たものと もい ふ。 r 錢」 は 目方の 單位 にも 用 ゐられ る 字で ある。 また 「ゼ 二」 を數 へる に は 「何 錢」 

のか はりに 「何 文」 とい ふから、 「錢」 とい ふ 字と 「文」 とい ふ 字と に は 連絡が ある ことが 知れ、 r 錢」 と 書いて 「文」 

の 音で 讀ん でも、 いはれ なしと はいへ ない。 「モン メ」 とい ふ：  一一 in 葉 は 「文」 とい ふ 字の 昔 「モン」 に國 語の 「メ」 と 

9 を 添へ たもので ある ことが、 r ク ヮ ンメ」 (貫目) 「リ ャ ウメ」 (兩 目) とい ふ 例が あるので 疑 はれない。 さう して 見れ 
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ば、 これ また 漢語な ので ある。 建築 上の  一一 一一 口 葉で も 「モン」 の ごとき、 「テン ジ ャゥ， 一の ごとき は 漢語で ある。 (「門」 「天 

井」)。 「モン」 に對 する 和語と して 「力 ド」 とい ふの が あるが、 これ はま だ 調べて 兌ない が、 「モン」 の 字義に よって 

作られた 譯 おで はなから うかと 思って ゐる。 「ウメ」 「ス ギ」 r ャ ナギ」 「キク」 などと いふ 植物が シナ から 移植され た 

ものである こと は、 「梅」 「杉」 「楊」 「菊」 の 字音に 由来す るので、 明白で ある c  r スギ j  r ャ ナギ」 の^ 尾 をな す 「キ」 

は 植物 を 意味す る 和語で ある。 「ウメ」 の 「ゥ」 は發 音の 便利の ために 加 へられた ものである。 「ゥ マ」 とい ふ 動物 

もまた シナ から 連れて来られた ものと いふ ことが、 「馬」 の 字音から 來た言 葉で あるので、 わかる C 「ゥ マ」 の 「ゥ」 

は 「ウメ」 の r ゥ」 と！： じ 理由で 加 はった ものである。 筆 や 紙な ど はシナ から 將來 された ものに 相逮 ない。 いづれ の 

時代に、 いかなる 事情の もとに 我國に 入った かとい ふやうな こと は.、 どの 傳說 にも 兑 えない ので あるが、 そのものの 

性筲 から 考 へても、 どうも シナ から 渡った ものと せざるを^ない。 しかるに 「フヂ」 とい ふ 曾 葉、 「力 ミ」 とい ふ 言葉 

は シナの 言^から 轉じ たもので あって、 言葉が 上に 述べた 考の誤 まらざる こと を 一； 小す ので ある。 「フ デ」 とい ふ 言葉 

は その ま、 では 「筆」 とい. ふ 〈十の 昔と 遠い やうで あるが、 r フデ」 の 末尾の 母 昔 を我國 おの 發音 上の^ 惯から 加 はった 

ものと して^き * り、 l^i の 波 行の 昔 は元來 P を 以て 話された もの であると いふ ことによって、 これ を： 兀に 還せば、 

inul とい ふ 形に なり、 この 形 は 朝鮮^の 「ま」 に應 じ、 「筆」 とい ふ 字の 字 昔の 一種と 考 へられる ので ある： 「^- 一  と 

いふ 卞の 我が 字 昔 は 一. ヒッ」 、前述の 现. H によって 元に 還せば pit となり、 朝 ttl の {. "昔 は である- 1) ミー と -it との 

^、 また * ズと との に は！；：^;:: の 相^が あるが、 解決の 方法が あろ。 「筆」 とい ふ 字の 昔 標は 「幸」 であるが、 同じ 

く 「孝」 の 音標 を もつ ものに 「律」 とい ふ 字が あり、 その 我が 字音 は 「リツ」 であるが、 朝鮮の 字 昔は署 であって、 


この 暑 は 我！： の 古いと ころの 字音の lyst または lut に當る ものであるから、 聿の 音標が U の 母音 を もって ゐ たこと 

が 知られ、 從 つて 「筆」 とい ふ 字 も 15d とい ふ 音 を もち 得ざる こと はない ので ある。 これによ つて 國語の 「フ デ」 

も、 朝鮮語の 「JK」 も 漢字の 音に 出づる ものと 認定す るので ある。 たと ひ 倭 名 類聚 鈔に 「布 美 手」 と訓 じて あり、 古 

來の 字典 家が 一 に それに 從 つて ゐて も、 問題と する に 足らない。 「筆」 1st または pit のな ほ 一 層 古い 形が plut ま 

たは plit なるべき こと は、 「聿」 とい ふ 昔標が 或は p、 或は 1 の 子 昔 を 後に 至る まで 殘 して ゐ ると いふ ことによって 

知られる のみでな く、 シナの 古書に も吳の 地方で は 比較的に 後の世まで 「 不律」 といって ゐ たとい ふこと が 書いて あ 

つてよ く 合 ふので ある。 「力 ミ」 とい ふ 言葉 は 「紙」 とい ふ 字と は 直接の 關係を もって ゐな いが、 或は 「嫌」 とい ふ 

字の 字音で はない かと 思 ふ。 縑の字 昔 は 「ケ ム」 であって、 「力 ミ」 と はや、 遠い やうで あるが、 この 字の 朝鮮の 字音 

は であるから、 よほど 「力 ミ」 に 近い。 序にい ふ、 「嫌」 の 字 は 古く 「力 トリノ キヌ」 と訓 じた。 この 「嫌」 と 

いふ ものが 字 を 書く 料に 用 ゐられ たとい ふこと は、 シナの 古い #1 に、 古より 書 契 多く は 竹簡 を 編みて これ をな す、 そ 

の 鎌，： 5 を 用ゐる もの これ を 紙と いふ、 縑は その あた ひ 中； 只く、 簡は おもし、 並に 人に 便 あらす、 蔡倫思 ひ をめ ぐらし、 

樹^ 麻 頭 及び 敝布 魚網 を もって 紙に 作る と 書いて あるので も 知られ、 また 紙の 使用が 始まった 後に も、 往々 にして 嫌 

おは 翰墨の 用に 佻せられ もし、 もの を 書く 料 をい ふに 「嫌 楮」 とい ふ 熟 字 を用ゐ たり、 書籍 を 呼ぶ に 「縑 細」 とい ふ 

熟 字 を用ゐ たりして ゐ るので も 知られる。 かやうな 譯 であるから、 もの を 書く 材料 を 品に 拘らす おしなべて 「縑」 と 

稱 したと いふ ことがなかった とい はれす、 それが 我國 にまで 傅って 來 なかった ともい はれない ので ある C 斷 つて 置く 

1 が、 この 「力 ミ」 についての 考は まだ 未定の ものであって、 さらに 研究 を 重ねたら ば、 變 つて 來る かも 知れない。 筆 
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や 紙ば かりで なく、 絹の ごとき もまた シナ から 將來 された ものであって、 これ は 「キス」 とい ふ 言葉が 絕と いふ 字の 

音 「ゲン」 に 連絡が ある ことによって、 一 暦確實 になる。 我が 古 傅 說には 海外から 歸 化した 種族が 主として 絹の 生産 

に從 事した とい ふこと も あり、 また 使 を 遣して 海外から 5S を 綾る もの、 紹を縫 ふ もの を 呼び寄せ たとい ふこと も あつ 

て、 その 論斷に 多大なる 應援 をな す 上に、 その 業が シナ に榮 えたと いふ 事實 があって、 さらに 加勢 をす るので ある。 

個々 の 例 を 擧げて 論じて 行く の は、 趣味の 多い ことで あるが、 話が 長くなる から、 こゝに はこれ 位に 留めて 置く。 上 

に述 ぶる ところに よっても 我が 國民 がいかに 多くの もの をシナ から 受けた かとい ふこと がわ かるで あらう。 

物品が その 原 名 を 伴な つて はいって 來 るの は 最も 簡單な 場合で ある。 國 民が シナ から 受けた 影響 は 決して こ ゝ に 止 

まらない。 さまざまの 技術 も敎 へられた のであって、 これ また 言葉の 上に 證據 が殘 つて ゐる。 一 つの 例 を 擧げれ ば、 

繪遨 がそれ である。 今では この 藝術を 呼ぶ のに r 繪畫」 とい ふ 熟 字 を 以てする のが 普通で あるが、 この r 繪畫」 とい 

ふ 熟 字 は 言海に も 出て ゐ ない 位で あるから、 明治の 屮 頃まで は あまり 耳 馴れた 言葉ではなかった ものと 兒 える。 それ 

まで は 「ェ」 とい ふの が 普通の 言葉であった。 この 「ェ」 とい ふ 言葉が また シナ から はいった 言葉な ので ある。 「繪」 

も 「塞」 も 音 は 全く 同じく、 漢音 は r ク ワイ」、 吳音は 「H」 であって、 その 「H」 とい ふ 音が 國 語に 入った ので ある" 

しからば 我國民 はは じめ 全く^ 晝と いふ もの を 知らす、 シナ 人に 敎 へられて、 始めても のの 形象 を模 する やうに なつ 

たので あるかと いふに、 それ は 決して さう ではない。 人類が 萬 有形 象を模 する の は 自然の 要求であって、 文化が 進ん 

でから あら はれる 現象で はない。 故に 我國民 だけが この 通例に 反して、 シナ 人を俟 つて はじめて 物象 を 校す る こと を 

知った と は、 はっきりした 設據が あれば 格別、 さもなければ いはれ ぬ ことで ある。 これ は繪畫 とい ふ ものが 全くな か 


つたので はなく、 それ を 「ェ」 と 名 づける こと を 知らなかった のに 過ぎぬ。 新たに シ ナの畫 法が 傅り、 かくの 如き も 

の を rn」 と稱 するとい ふこと が 同時に 傅った と 見る ので ある。 この類 はな ほ甚 多い。 

文學の 感化 はさら に 多くの 漢語の 使用 を阈 民に 強制した。 怫 敎の經 典に よって 運び込まれ たもの も甚 多かった であ 

らう。 これらの ものの 中には 元来の シナ 語で はなく、 さらに 遠き ところの 言葉が 或は 漢字 を 以て 音譯 され、 或は 漢語 

に義譯 された ものが 隨分 含まれ てゐ るが、 これらの 言葉 も 形の 上に 於て は 漢語に 異ならす、 國 語の 中に 於て は 全く 漢 

語と 1^ 別す る 必要がない。 「ボ サッ」 とい ふ 言葉 は r ボ ダイ • サ ッタ」 とい ふ 合成語の 略 形と して 完全な 形と ともに 

用ゐ られ、 知らぬ ものの ない 言葉で あるが、 「ボ サッ」 は 菩薩と いふ 字の 音讀、 r ボ ダイ . サ ッタ」 は 「菩提 薩埵 」 と 

いふ 字の 音讀 であって、 形の 上で は 漢語と か はりが ないから、 あくまでも 漢語と 同じ やうに 用 ゐられ る。 この 言葉が 

Bodhi-sattval;! とい ふ 梵語の 音譯 であり、 その 縮約で あると いふ こと は、 ここで は 別問題と して 置いて いい。 怫敎關 

係の 言葉 は 不思議に も漢譯 のま ま を繼受 して 、 漢譯を さらに 阈 語に 飜 した も の は殆ん どない。 音 譯のも の は 當然そ の 

ままに して 置かれる 箬 であるが、 「二 ョ ライ」 (如来) とい ふやうな 義譯の もので も、 漢譯が あまりに 勝れて ゐ るので 

なまじっかの 飜譯 はでき す、 そのまま にして 置いた ものと 見える。 これが 漢語の 數を 著しく 多から しめた 原因になる。 

唐の 律令 もまた 多くの 漢語 を 搬入した。 律令 の 用語に は 獨特の 意味 を も つて ゐて、 別の 言葉で は 置き 換 へ られな いも 

のが 少 くない。 加 ふるに 我阈 民に 取って は、 その 用語 も、 その 用語の 意味 も 二つながら 未知の ものであった。 たビし 

これ は國民 全體の 日常生活 にも 大關 係が ある ことなので、 能 ふかぎ り 和語に しょうと 試みられた やうで あるが、 和語 

だけで やって 行く の は 不充分と 思 はれた ものと 兌え て、 本に なった 漢語 を も 採用した のであった。 令義 解に ある 官名 
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など は、 とにかく すべ て 和お で 呼ぶ ことができる やうに なって ゐ ろが、 それと 扪竝ん で 文字の ままに 音讀 した 漢^の 

形の もの も 行 はれた。 「太 政 大臣 一 とい ふ 官名 は 「ォホ マツリ ゴト / ォホマ へ ッ キミ 一と もい はれ、 ーダ イジ ャ. t ダイ 

ジ ン」 ともい はれた。 和語の 方 は 漢語の やうに 呼び やうが 一 定 せす、 他の 書で は 一. ォ ホキォ ホイ マウ チ キミ」 とい ふ 

形に なって ゐる。 また 或る 事柄 は 制度の 改まった ために 新たに 起つ て來 たこと であって、 和語で はどうして もい ふこ 

とがで きす、 本の^お だけにして 置いた 例 も ある。 この 關 係から も 著しく 多くの 漢ぉが 加 はって ゐる。 

H^i の 感化 は あらゆる 言葉の 曆に 及んで ゐる。 一例 を 擧げれ ば數訶 で、 これ は 殆んど 漢^に なり、 「ヒ トツ」 から 

「ト ヲ」 までが なくならない だけで、 r ジフ イチ」 から 上 はすべ て 漢^、 ただ 僅かに 年齢 をい ふに 限って W ゐる 「ハタ 

チ」 日 をい ふに W ゐる 「ハツ 力」 「ミソ 力」 が 命脈 を 維持して ゐる のみで ある。 この 中 r ミソ 力」 は 「， サ ンジ フニ チ」 

の 意味に 川ゐら れてゐ るので はない。 なほ r ミソヒ トモ ジ」 とい ふ 怪しげな 言槳が 辛うじて 生きて ゐ る。 ^お ハ數詞 

の 仕組 は 一位の 數 九つと、 それから 上 は 各の 位 をい ふ 言葉が あれば、 外の 一一 =1: 葉 は 一 つも いらす、 小さい 數が 大きい 數 

の 上に 來れ ば乘 じ、 その 下に 來れば 加へ ると いふ 簡單な 規則で 億兆 京 核に 至る まで 進んで 行ける のであって、 世界に 

比類な き命數 法で ある。 これに 壓 倒されなければ、 壓 倒されない 方が むしろ 不思議な 位な ので あるから、 國 語の 數詞 

が郤 けられても 仕方がな い。 赏際 一 ハツ カァ マリ イツ カノ ヒー とい ふよりも  一 二 ジ フ ゴ 二 チ」 とい ふ 方が 便利で ある _ 

低位 の 数詞 にまで 外阈^ の 影響 を 受け ると いふの は、 あまり 例の 多くな いこと である。 と にかく 漢ぉ の 影響 は そこ ま 

で 及んで ゐ るので ある。 外來 語の 研究者 はこれ に 三 糨 の^ 別 を 立て、 はっきり 外國^ の 言葉で あると いふ 氣 持の する 

もの を 外國語 (Dasfremde  wort) とい ひ、 すでに 廣く 用ゐら れて自 阈の言 葉の 發昔 法に 近づ いた もの を 外来語 (Das 
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Frelllchsrt) とい ひ、 全く 自阈 語と 選ぶ ところが なくなつ たもの を 同化 語 (Das  Eulwort) とい ふ。 漢^ は國^ に 入 

る ことが 深く、 かつ 久しい から、 どんなの でも さすがに 外國の 一一 一一 口 葉と いふ 氣 持の する もの はない。 漢語の 大多數 は、 

外来語と いふ 程度であって、 中にはす でに 同化 語の 域に 進んだ もの も ある。 前に 問題に した 「ゼ- 二 一  ゥ マー 「ウメ」 

「キク」 「フデ J 「キヌ」 「ェ」 の 類 は、 この 分別に 從 つてい へば、 同化 語で ある。 およそ 外来語が 同化 語と なる ために 

は、 よほどの 年 所 を耍す る ため に 長き 星霜 を經 たこ と であらう。 これらの 言葉が い つ 頃から 我國 にあ つた かとい ふこ 

と は、 遍く 古書 を涉獵 して、 どの位 古いと ころまで 出て 來 るか を 突き止めれば、 それによ つて 大略が 察せられ るので 

ある。 また これらの 言葉が 同化^と なった かとい ふ もの も、 文獻 的に 確め 得る ことであって、 これが 明かに なれば、 

これらの 言葉が 同化す る ため に 要した 歳月が 大體 知れ るので ある。 これ は 趣味 深き こ とで あるば かりで なく、 有益な 

ことで ある。 これによ つて これらの 言葉が 國 民の 日常生活に どの位の 關係を もって ゐた かも 想像され る" 

外來^ はつねに その 本國 から 直接に 輸入され る 場合 も ある。 これ を 明白に せんがた めに は、 外来語の 形が その 本國 

に 於け る 形と 同じで あるか、 どうか、 もし 違 ふと すれば、 どの位 違 ふか、 そして いづれ の國 語の 中に ある 形に 最もよ 

く 似て ゐ るかと いふ こと を 調 木に する ので ある。 漢語の 場合に は、 それが 直接に、 卽ち 主として 文學を 通じて 傳っ たも 

のか、 または 問 接に、 卽ち 朝鮮人の 仲介に よって 傅った かが 問題になる ので ある。 そして 朝鮮人 を 仲介者と して 入り 

來っ たものに は、 その 音に 朝鮮語の 傾向が あら はれて ゐる 害で あるから、 この 點を 目印に して 調べて 行く。 これが た 

めに は 朝鮮の 古い 字音 を 明かに する ことが 必要で あるが、 これ また 手懸 りがない 譯 ではない。 一 々復活して 行く こと 

は 容易で ない にしても、 古い 字音の 傾向 を 知る こと は、 決して 不可能で はない。 

比 較 言 語 
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2 また 漢語の 變り 種と して これ を そのままに 輸入せ す、 飜譯の 形で 牧納 した ものが ある。 これら は ややもすれば 本來 

の阈 語で あるかの 如くに 思 ひ 做される が、 周到の 注意 を 以て 洗 ひ 立てる と、 單に兒 かけだけ の國 語で ある ことが わか 

る。 先 W の 研究に よれば、 その 譯 出の 方法に は 字義に よって 訓を 作った ものと、 字形に よって 訓を 作った ものと を 區 

別す る ことができ ると いふ。 「ァカ ガネ」 は 「銅」 を 「赤 余 也」 とい ふのに よって 譯し たもの ニック ダ」 は 「H」 を 

「作 田 也」 とい ふのに よって 譯し たもの、 r ォモ ンパ 力 ル」 は 「慮」 を 「謀 思 也」 とい ふのに よって 譯し たもの、 みな 

字 義訓の 例で ある。 「メ トル」 は r 娶」 とい ふ 字 を 分解して 「女 取」 としたの を譯 した もの 、「ミナ ァヒ」 は ー搶」 と 

いふ 字 を 分解して 「水 會」 としたの を譯 した もの 、「ミチ ビク. 一は 「導」 とい ふ 字 を 分解して 「道 寸， 一 (寸は 乎で 引く こ 

と) としたの を譯 した もの、 みな 字形 調の 例で ある。 

漢語の 影響 はた ビ單語 を豐 富に 取り入れた だけでなく、 文法に も 及び、 ことに、 構文の 法に 多くの 變化を 與 へる や 

うにな つた。 漢語の 造語 法 も 门 分の ものに なり、 自由に 使 はれ、 多數の 漢語が それによ つて 成立した。 古人の 知らな 

い 事物 を 取扱 ふ舉問 の 名稱、 新たに あ ら はれた 事物 の 名稱 など にも、 新たに 作つ た 漢語 を 用ゐる の が 通例 である。 「 セ 

ッヮ ガク」 (說 話舉) r ソシキ ガク」 (組織 學) の ごとき 、「ミン バウ」 (K 法) 「ジッ ケン」 (實驗 ) 「ヒ カウ キ」 (飛行機) 

「ハウ サゥ」 (放送) の ごとき、 その 例で ある。 西洋から 物品と ともに はいって 來た 名稱が 新ら しい 漢語に 驅逐 された 

こと も 珍ら しくない。 「シャボン」 が 廢れて 「セッ ケン」 (石 鹼) が 用 ゐられ 、「ボン チ. N」 が 廢れて 「漫 畫」 が用ゐ 

られる 類。 漢語 は國 語の 發音 上の 習慣に 感化され て、 著しく その 形式 を變 じたが、 それと ともに 和語に も大 なる 影響 

を與 へた。 この 關 係に は 注意すべき ものが 多い。 これ また 漢語の 感化の 大 なること を 示す ものである。 なほ 奥 字を以 
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て 和語 を 記す のに、 多く は寫 音の 法に 從 はす、 表意の 式に よった が、 その 中の 或る もの は 漢語の 影響に よって 音讀さ 

れ、 その 音讀 の 形が その まゝ國 語の 語彙 の 中に 取り入れられ、 知らない 間に 漢語 の 數が增 加した こと も考へ なければ 

ならぬ。 

漢語に ついで は 朝鮮の 言葉と 梵語と が 早くから 影響 を與 へた。 言海の 探牧 語類 別表に は韓 語が 一 一十三、 梵語が 百 一 一 

十と なって ゐ るが これ はまた 意外に 少ぃ。 韓 語の 二十 三 は 同書に 採錄 されて ゐる あらゆる 外 國語關 係の 言葉の 數の 一 

厘 三毛に しか 當ら ない。 我が 太古の 代に 韓 土との 交 涉が 頻繁であった こと を 知って ゐ るので、 この 數 字が 意外に 感ぜ 

られ る。 かう いふ 計算に なった の は、 一 つに は韓 語から はいった 同化 語 を 多く 見逃して ゐ るからで ある。 衣服の r ッ 

マ」 は 朝鮮語の 「^叶」 に 出で、 神社の 「モリ」 は 朝鮮語の rswti-J とい ふ 動詞に 由来し、 郡 をい ふ 「コ ホリ」 は 

朝鮮語の 「卫 0 ぎ」、 村落 をい ふ 「ムラ」 は 朝鮮語の rD. 臺」、 r ャソ トモ ノヲ」 などと いふ 時の 「トモ」 は 朝鮮語の r 罟 

s」 に 出で、 任官 を 意味す る 「マ ク」 は 朝鮮語の 「町 ス -PTITJ 、徵集 を 意味す る 「ハタ ル」 は 朝鮮語の 「せ ゆ」 に 出で た 

ものである こと、 また 戶ロ をい ふ 「へ」 は 「戶」 の 朝鮮の 字 昔 「玄」 の轉 訛で ある こと、 「カサ サギ」 とい ふ 鳥の 名 は 

「鵲」 とい ふ 字の 朝鮮の 訓と 音と を 合せた 形 「サぉ (訓) (音)」 に 出で 、「力 ブト」 とい ふ 武具 は 「甲」 とい ふ 字の 

朝鮮の 昔と 訓とを 並べた 形 rt«  (昔) 妥 (訓 )」 に 出づる ものである こと、 なほ 一 歩 を 進めた こと を あら はす r サラ 一 こ 

は 朝鮮語の 「^至」、 r ミギ ノト ホリ」 などと いふ 時の 「ト ホリ」 は 朝鮮語の 「^IJH」、 また 「カレ」 とい ふ 古い 接 績詞は 

朝鮮語の 「卫 至」 (「ま」 は 故の 字音、 S は 天爾乎波) に 出づる ものである こと、 すでに 先輩の 說 かれた とほり である。 

かやうな 類 は 調べ 上げれば 數百、 或は 數千 にも 及ぶ であらう。 これらの ものが 言海に は 和語と して 取扱 はれて ゐ るの 

比 較 言 語 
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である。 こ、 に擧 げた 僅少の 例 も いろいろ のこと を敎 へる。 「へ」 が r 戶」 の 朝鮮の 字 昔の 轉訛 であると すれば、 「戶」 

とい ふ シナ語 はシナ から 直接に 傅ら すに、 朝鮮人の 仲介に よって 入り、 それが ために かう いふ 形 を 取る に 至った ので 

あって、 これと 竝んで 行 はる 、 「コ」 (戶) とい ふ 滗 語 は 律令の 書な どに 運び込まれ たので、 別の 形 をな すので ある。 

文法 家 は 事物の 名稱、 動作 狀態 をい ふ 言 紫 を總稱 して 實茛詞 (stofflirtl とい ひ、 これらの ものの 代りに 使 ふ 言 紫、 

關係 をつ ける ために 使 ふ 言葉 を 形式 詞 (FormlHcr) とい ふ。 外来語の 轉入は 主として 實質詞 にあり、 その 形式 詞に 

及ぶ こと は、 極めて 稀で あるが、 朝鮮の 言^ は 形式 詞 にまで 喰 ひ 込んで ゐる ことが、 r サラ 一 こ r ト ホリ」 などと いふ 

例によって 知られる。 この 關 係に 於ても すべ て を 調べ 上げる ことができ たらば、 種々 の點に 於て 敎 へられる ことが 多 

からう と 思 ふ。 朝鮮の 言葉の 影響 はかう いふと ころまで 及んで ゐ、 その 浸潤の 程度 は 漢語 以上で あるから、 太古の 代 

に 朝鮮から はいった 言 紫の 數は 夥しい もの であった に 相違ない。 しかるに いくら 洗 ひ 立てて ^て も、 數に 於て つ ひに 

漢語の 比で な いのは、 畢竟 朝鮮との 頻繁な 交涉が 比較的に 平 く 止んだ ために、 新ら しい ものが 入らす、 古い ものが 段 

段に 廢れて 行った からであって、 敢て 怪しむ に 足らぬ。 梵語に ついては いま は 撋く。 

地名 は それ を 幾した 種族が 一 たび は そこに 住んで ゐ たとい ふこと を斷 言す る。 故に アイヌ 語の 地名の 分布 を 調べれ 

ば、 アイヌ 人の 住んで ゐた 地域 を 定める ことができる。 我 闳には アイヌ 語の 地名が 甚 多く、 その 分布 も 極めて 廣、 い。 

地名 は 特別な 现由 によって 改められた ものの 外、 昔ながら の ものが 傅り、 久しい 年月の 間に 多少の 發 音の 變化は ある 
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にしても、 大體に 於て は 舊を存 する ものである。 しかも 生きた 言葉 は 絶え. f 變 化し、 久しい 年月の 間に は 非常に 違つ 

て來る ものである。 これらの 地名に 當 てて 見ようと する アイヌ 語 は 新ら しい 形し か 知れて ゐ ないから、 新ら しい 形で 

もって 古い 形 を 測定す る ことにな り、 滿 足な 結果 は 得られ まいと いふ 論が 出る かも 知れない。 いふと ころ は 一 應は尤 

もで あるが、 これ また 一 を 知って 二 を 知らざる ものである。 一 つの 國語 はいかに 變 化しても、 またい かに 多くの 影響 

を外國 語から 受けても、 根本的に 形式が 變 つてし まふと いふ こと はない ものである。 一つの 國語 の內 部に 於て は、 い 

かに 音韻の 變 化が あっても、 それに は 一定の 法則が ある もので、 周到な 注意 を 以て 觀 察すれば、 その 要領 は 得られぬ 

こと はない。 數 多の 地名に よって 知られる アイヌ 語の 古い 形と、 一一 一一 c 葉と して 知られる アイヌ 語の 今の 形と を 比較 すれ 

ば、 それだけの 材料から でも アイヌ 語の 歷史は 把握され る。 況んゃ アイヌ 人の 間に も 多くの 歌 謠が殘 つて ゐて、 言葉 

の や、 古い 形式 も 全く 知られぬ 譯 ではない ので ある。 この種の 研究が 今まで あまり 進まなかった の は事實 であるが、 

これ 決して 方法の 上に 缺陷が あるから ではない。 

先 蒙の 研究に よれば、 左の ごとき 地名 は アイヌ 語と して 解釋 して、 始めて 首肯され る ものであると いふ。 

ノト 能 登 Net 頤、 頃の ごとき 岬 

ゥト 宇 土  Uto 肋、 肋に 似た 場所 

ァソ 阿蘇 A-So 底が 燃える 

一一 シ ダイ 西臺 Nise-tai 窪みの 多い 所 

ノ ボリ ト 登戶 NUPU,ru-to 淘 つた 水 
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ィヌボ H 犬 吠 I-nup-oi 大きい 原 を もつ 所 

トネ 利根 To-ne 湖水の 如き 

ハナ マキ 花卷 Para-mak-i 甚だ 廣ぃ原 

ァヲ モリ 靑森 A-0-mol.o-i 穴居 住宅の ある 所 

ノへデ 野经地 No-pecbi 輝く 川 

ナゴャ 名古屋 Nagoya 水の 土地 

力 マ クラ 鎌 倉 Kamalcul.u-£ul 山 を 镇す 

ハナ タ 花 田 Panata 下 の 場所 

ヒナ タ nil: 上の 場所 

「 ゥト」 とい ふ 地名 は 所々 にある。 

宇 土 熊 本 縣宇土  君 

宇戶 岡 山 縣小田 郡 

粼波川 IS 山形 縣飽海 郡 

「ウド」 とも 發音 される。 

有 度 ！！ 岡縣 安倍 郡 

鹈戶 せ； 1 崎縣南 那珂郡 


宽砥川 大阪府 泉 南 郡 

「ウド. ノ」 (—野？) 

三重 縣南 牟婁 

君 

r ゥッ」 ともい ふ。 

宇津 京都府 北 桑田 郡 

宇津 峠 山形 縣西置 賜 郡 

「ゥ チ」 も 同じ。 

宇智 奈良縣 宇智郡 

r ゥチ. ノ」 r ゥチ- カハ」 「ゥ チ. ガタ」 「ゥ チ. ハラ」 r ゥチ. マキ」 の 類 はい ま 一 々擧げ ない 

「ゥ ヂ」 も、 

宇治 京都府 久世郡 

宇治 京都府 宇治 郡 

宇治 岡山縣 川上 郡 

宇治 高 知 縣土佐 郡 

宇治 三重 縣 宇治山 田 市の 一 部 

「ナ ゴャ」 とい ふ 地名 も 所々 にある。 
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22 


比 較 言 語 

名古屋 愛知 縣 

名護屋 佐 賀縣東 松 浦 郡 

名護屋 大分 縣 南海 部 郡 

名護屋 崎 福 岡 縣遠賀 郡  . 

「ナ ゴ」 も^じで あらう。 

那古 千葉縣 安房 郡 

奈古 山ロ縣 阿武 郡 

奈吳浦 富 山 縣射水 郡 

r ナグ」 

那久 島根 縣穩地 郡 

名 護 沖 繩縣國 頭 郡 

これらの 例に よっても、 ：！： 一  の 地名の 分布が 廣く 各地 方に 亙って ゐる ことが わかる であらう。 往古に 於け る アイヌ 人 

の 分布 は 二三の 例 を 以てしても、 よく 大略 を 察せし める。 アイヌ 語の 地名 をなる ベく 多く 集め、 その 一つ 一 つの あら 

ま ルる 土地 を^れ なく 調べる と、 一 暦 その 跡が はっきり する。 アイヌ 人の 分布 は專ら 地名に よって： i 斷 さるべ きこと 

ではなく、 考古^の ごとき も 種々 の考據 を 提供す るが、 最も 多くの 働き をす るの は、 何とい つても やはり 地名で ある- 

全く 我國. ^の 命名なる ことのは つきり 知れる 地名 も 種々 の點に 於て 史乘 の闕 けたる を 補 ふ。 最も 有力な の は 制度 上 


の 名 を もった ものである。 「コ タフ」 または 「コ フ」 と 呼ばれる 地 は 古代 國府を 置かれた ところで ある e 大抵 「國 府」 

と 書く。 「 コ フヅ」 (國 府津) 「コ フノ ダイ」 (國 府臺) 「コ フ ノシャ ゥ」 (古布 庄) r コ ウノ ス」 (鴻巢 ) など も 阈府の 地と 

兒 做すべき ものである。 また 「フル コ」 (古府) は 古 國府の 意で あらう。 「フ チュウ」 ■ (府中) も 國府の あとで ある。 

「コ タブ」 r コク ブン」 と 呼ばれる 地 は 古代 國分 寺の あつたと ころで ある。 大抵 r 國分」 と 書く。  r コク ブンジ」 (國分 

寺) と 呼んで ゐ ると ころも ある。 「コ クボ」 (國 母) とい ふ 地 はこれ と關 係が あるか、 どうか。 「グ ンケ」 とい ふ 地 は 

古代 郡 家 を 置かれた ところで ある。 「郡 家」 と 書く。 同じ やうに 書いて r コ ホゲ」 と 呼んで ゐ ると ころも ある。 r ク 

ゲ」 (久 下) とい ふの もこれ に 同じく、 r ク ゲタ」 (久 下田) もまた 同じ。 r コ ホリ」 (古保利と も、 郡と も) もまた これで 

ある。 「ダン ナイ」 (郡 內) とい ふの も 外の ことで はなから う。 「フル コ ホリ」 (古 郡) とい ふの もや はり さう である。 

「コ ホリャ マ」 (郡 山) も それに 相違ない。 「イチ デゥ」 ( 一 條) 「一一 デゥ」 (一 一條) r ク デゥ」 (九 條) 「ジフ デゥ」 (十 條) 

「トウ デゥ」 (東 條) 「ホウ デゥ」 (北 條) 「カミ デゥ」 (上 條) 「ゲ デゥ」 (下 條) の 類 は 古代の 條 里の 制に 關 係が ある 名で あ 

り、 その 名に よって 條 里の 配置 も 知れる ので ある。 「ァ マルべ」 (餘 戶、 餘部 とも) 「ァ マ ルメ」 (餘 目) もこれ に關係 

の ある 地名で ある。 「コ タリ ャゥ」 (國領 ) 「サイ シ ョ」 (税 所) 「サイ タ」 (稅 田) 「ホ ゾ シ ャゥ」 (本 庄) r シ ャゥ ナイ」 (庄 

內) r シ ン ボウ」 (新 保) 「ベ ップ」 (別 莳) r チ " クシ」 (勅使) の 類 は莊園 制度の 術語で ある。 これら を 一 々說 明す るの 

は あまりに 煩 はしい ので、 ここに は 割愛す るが、 ただ 一 つの 例を說 かう。 「別 府」 とい ふ 地名 は 所々 に殘 り、 また 人 

の 苗字に もな つて ゐ るが、 「別 府」 と 書く の は 訛で、 正しく は 「刖 符」、 本莊と 離れて 特別の 取扱 を受 くべき ことと なつ 

2 てゐた 土地と いふ 意味で ある。 大宰管 內志所 引圖田 帳に、 「(豐 後國) 速 見 郡 石垣 莊 二百 町、 宇佐 宮領、 本莊百 四十 町- 
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宇佐 宮領、 領主 祌宫 名主 等、 刖府 六十 町、 地頭 職名 越 備前左 近大夫 殿. 一 と あるので、 その 意味が 知れる。 この 記載 は 

かの 有名な 溫枭 地に 關 する ものであるが、 こ. の 一 つの 意味が わかれば、 外の 「別 府」 と稱 すると ころも、 これに 類す 

る 土地で ある こと を 推斷し 得る 譯 である。 

地名が^ 桑の 變の 後に 往古の 狀態を 示す とい ふこ とも また 忽 せに する ことができない。 いまの 大阪市の 中に ある 

「エダ チ」 (江 口) の ごとき は その 好例で あらう。 r. 江 口」 は 讀んで 字の ごとく、 川の 入口と いふ ことで あるが、 この 

地 はい ま は 海から 數里も 引 込んだ 地點に 位し、 「江 口」 などと 呼ばるべき 土地で はない。 大阪市の 中と いふと、 あだか 

も繁ロ 2 の 地の やうで あるが、 市の 北端に あたり、 淀川が 神 崎 川 を 分つ ところに この 二つの 川に 禅 まれて ゐ る。 人家 も 

あまり 多から す、 まことに 僻地で、 吹 £ からにしても、 守 口から にしても、 交通の便 は甚惡 い。 史上に あまりに 有名 

な 地な ので、 かって 一遊 を 試みた ことがあ るが、 その 兑 るかげ もない のに 驚いた ことであった。 日本書紀 によれば、 

推 古 天 皇の 十-: ハ 年に 隋國の 使節 裴世淸 が 難 波津に 到った 時、 鎵船 三十 艘を 以て これ を， 江 口に 迎 へたと いひ、 また 舒明 

天皇 四 年に 唐國の 使節 一： 1^ 仁が 難 波 律に 到った 時、 大伴連 馬 養 を 遣して、 江 口に 迎 へしめ たとい ふ。 これ は 今日の この 

土地の ありさまから は 思 ひも 及ばぬ ことで ある C 大江 朝臣 匡 房の 遊女 記に よれば、 後世に 至っても この 地が 山陽 S: 海 

南海 三 逍の耍 衝に當 つて 頗 繁昌 した ことが 知れる。 けれども いま その 地に 臨んで は、 さう い ふ 繁華な こと もあった か 

と、 夢の やうな 氣 がする であらう。 かう いふ 譯 であるから、 この 歷 史的な 土地の 位潢 がき まるの は、 主として は 「江 

口」 とい ふ 名であって、 この 地名が 殘 つて ゐ なかったならば、 殆んど 推 宛の 方法 もなかった であらう と 思 ふ。 大體こ 

の 附近の 地 现は變 ^が 甚だしく、 かの 有名な 古の 「草 香 江」 の ごとき も、 書いた ものの 上に こそ あれ、 地上に は 影 も 
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形も殘 つて ゐ ない。 ただ 「クサ 力」 もしくは これに 類す る 地名 を 比隣に 求めて、 それらの 地が 古の 「草 香， 江」 と關係 

を もつ もので あらう と考 へる だけで ある。 この場合に は 「草 香， 江」 とい ふ 名が 地理 を 含まない ために、 はっきりした 

ことが い へない ので ある。 

地名 は 二様に も 三 様に も解釋 がで きて 決し かねる ことが 往々 にして ある。 この場合に は 地理が 標準と なリ、 歷史も 

考據 となり、 その外の 證左 あれば、 また これによ る。 要するに 事情と よく 合 ふ 解釋を 取る ので ある。 「ォホ モリ」 (大 

森) とい ふ 地名 は 前に 擧 げた r ァヲ モリ」 (靑 森) と 同じく  A-c-1-ol.o-i (穴居 住宅の あると ころ) と 解せられ るが、 「モ 

リ」 は 朝鮮語の 「^_w.tr」 (禁止す る) とい ふ動訶 から 出た 同化 語で、 元来 は 神社の 森 を 意味す るが 故に、 「ォホ モリ」 

を 「犬なる 神社の 森」 と 解す る こと も 不可能で ない。 第一 の 解 釋に從 へば、 この 地名 は 先住民から 遺された ものと な 

り、 第二の 解 釋に從 へば、 この 地名 は我國 民の 命じた ものと なる。 もし 往古の 穴居の 跡と か、 または これ を傯 ばし む 

る 何等かの 事實が あれば、 これに 從ふ ベく、 もし また 信すべき 記錄 なり、 史籍な りに、 某 年 某月 某日に 何某が 改めて 

この 地に 大 森の 名 を 命じた とい ふ ことがあれば、 もとより これに 從 はねば ならぬ。 ただし 特に 地名 を 改めた とい ふや 

うな 記事 はそんな に 多く は殘 つて ゐ ない。 實 際に 於て 地名が 改められ るの は、 極めて 稀なる 事 實に屬 する。 かの 日本 

書紀の 記事の 中に 出て 人口に 膾炙し、 また 歌枕 ともなった 「ァ リナ レガ ハ」 (阿利 那禮 河) とい ふ 名 は、！， 漢語と 三韓 

語との 雜樣 として 解く もの、 r ァフ」 (鴨) の 略 「ァ 」、「 リ 3 ク」 (綠) の赂 「 リ」 に、 川 を 意味す る 「ナ レ」 とい ふ 三韓 

語の ついた もので、 さらに 下に 「力 ハ」 とい ふ 1  一一 n 葉 をつ ける の は、 佛 書に 見える 梵漢 竝擧の 例で あると する、 (松 下見 

林の 說) にす ベて 朝鮮の 言葉と して 解く もの、 r ァリ」 は 土地の 一一 目 葉で、 後に 「鴨 綠」 の 二字に 充てた に 過ぎぬ、 r ァ 
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リ」 とい ふ 名 は 「阿利」 また 「奄 利」 などと 書かれて 古 碑に も殘 り、 朝鮮に は 珍ら しくない 名で ある、 (那珂 通 世の 

說) 1TI 國^ として 解釋 する もの、 「ァ リナ レガ ハ」 は 「ァリ ノア レ ガハ」 の 約、 「ァ リ」 は 石、 「ァ レ」 は 村の 義、 すな 

はち 「石の 村 川」 の義 である、 和 泉 式部の 歌に、 あかざり し 君 を 忘れむ 物なら ば あり なれ 川の 石 はっくと も、 (本 居內 

遠の 說) 都き 二様に 解かれる ので あるが、 日本書紀 にある 「東に 出づる 日の 更に 西に 出づ るに あらす、 阿利 那禮 河の 

おって； さまに 流^、 河の 石の 昇りて 星辰と なる を 除きて、 殊に 春秋の 朝を闕 き、 怠って 梳 鞭の 貢を廢 めば、 天神 地 

祇 ともに 討な ひた まへ」 とい ふ シラギ の コキシ の 誓の 言葉 は、 第三の 解釋 によって 「ァ リナ レガ ハ」 を 「石の 村 川」 

の 意と しなければ、 何の 妙味 もな く、 和 泉 式部の 歌 もや はり r ァ リナ レ ガハ」 が 「石の 村 川」 の 意味でなくて は 話が 

あまりに 當 突になる。 「ァ リナ レガ ハ」 の解釋 法が 種々 ある 中で、 これ を國 語と して 「石の 村 川」 と 解す る 說に從 は 

ねばなら ぬの は、 かくの 如くに しなければ 我が 古傳說 とう まく 合 はない からで ある C 

比較 言語が 最も その 威力 を發 揮す るの は、 何とい つても 國 語の 鄕土を 明かに し、 鄕土 時代の 國 民の 文化の 程度 を 確 

める 仕審 である。 國 語の 鄕土を 知る に は、 まづ阈 語の 系統 を 調 茶して かからなければ ならぬ。 國 語の 系統 を 定める の 

に は、 國^ を 外の霄 葉と 比較して 類似す るか 否か を兑 極め、 類似す る もの を 集めて 親疎の 關係を 明かに し、 これによ 

つて その 系圖を 作って 兌る ので ある。 言葉の 類似 を 決定す る 標準 は 文法 上の 形式の 一 致 を 主と し、 語彙の 類似の 如き 

はむしろ 從 とする。 語彙の 類似 は 偶然 的な ものが 少 くない。 ベ ルシャ 語で 「 ヮ ルイ」 を bad とい ひ、 英語で も 同じく 
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これ を bad とい ひ、 その 發音 は兩 方と も 〔baMl〕 で 少しも 違 はない。 この 兩國語 は 同じく インド ゲル マ ンー 一目 語 系 銃に 

屬し、 その 系圖は あまり 近くない けれども、 血の つづいて ゐ ない 譯 ではない から、 この 一致 は 何 か理. m が あるので は 

ないかとの 疑 を 起させる が、 實は 他に 何の 連絡 もない 孤立 的な ものである。 かう いふ 類 は、 多くの 言葉 を 比較す ると- 

引き 切りな しに 出て 来る。 また 語彙 は 轉入も 至って 容易で ある。 ペルシャ 語の 中に 移植され たァラ ビヤ 語、 國 語の 中 

に 移植され た 漢語の 例 を 見れば、 この 關係 ははつ きりす るで あらう。 しかも 文法 上の 形式 は、 絡對 的に 轉人 しない も 

の だとい ふので はない が、 容易に 轉入 しない ものである。 文法 上の 形式と その 示す ところとの 間に は 必然的の 關 係が 

存 しないから、 二つ または それ以上の 言葉の 間に 文法 上の 形式の 外容と 意味と に 系統的の 一致が あると すれば、 それ 

は 偶然で ない と考 へて いい。 かくの ごとき ことが 存 すれば、 語彙 は どんなに 違って ゐて も、 なほ 近 緣 ある 言葉と 考へ 

るので ある。 ただし 語彙の 類似 も 全く 意味の ない ことで はなく、 人代名詞、 低位の 數詞、 近親 を あら はす 語、 身體各 

部の 名稱、 一 般 的な 自然 物 及び 自然現象 をい ふ名稱 は、 轉 入され る ことが 茶 稀な もので あり、 文法 上の 形式が 一 致す 

る もの は、 これらの 單語も 多く は 一 致した 形 を 有する ので ある。 一一 一一 口語 は近緣 がな くと も 大體に 於て 一 致した 構造 を 有 

する ことがあり、 また 反對に 同源で あっても 全く 異なる 構造 を 有する ことがあ るから、 面倒な ことが 加 はって 來る。 

そこで 共同の 原形から いろいろに 發展 した 一一 一一 n 葉の 間に は 規則的な 音の 變異 が存 する ものである とい ふこと を 目安に し 

て、 これによ つて 緣故を 確め る。 この 規則的な 音の 變異 とい ふこと はどうい ふこと であるか といへば、 一 つの 言葉に 

於て ある 單 語に H の 昔が あり、 それが 他の 言葉に 於て は 1H の 昔で 話され、 第三の 言葉に 於て は^ の 音で 話される と 

し、 多くの 他の 單語 にある H も 同様に^と なり、 ^となると いふ 事實 をい ふ。 ドイツ語で Weill 英語で bollt- デン 
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^ マルク 語で  一- >-1 ドイツ語で oiss 英語で goat デン マルク 語で 闪21 ドイツ語での 英語で whol, * テン マ 

ルク^で IU-1 また ドイツ語で drci 英語で three デン マルク 語で tre ドイツ語で de 一 Iks 英語で think デン 

マルク 語で tlk ドイツ語で Dieb 英語で thief デン マルク 語で tyv ドイツ語で Dhl^ 英語で tbins デン 

マルク 語で ting とい ふやう になって ゐ るの をい ふ。 規則的な 音の 變異 とい ふ事實 によって 緣 故の ある ことが きま 

つた 上で、 動詞の 活用の 形式と か、 品詞の 轉換の 方法と か、 人代名詞 とか、 數詞 とか、 段々 に 比較して 行く。 これら 

の 比蛟は 古き に 遡れば 遡る ほど、 はっきり 類似 を 示す ものである。 かくて 同系の 言葉の 親疎の 關係 は、 最古の 殘 つて 

ゐる言 葉まで 遡って 行く 問に、 大抵 は 明かになる。 ただし 系圖を 作る に はま だ これで は 足らぬ C 何と なれば 最古つ 言 

語の 遺存 はすべ てが 同じ 度合の 古さで はなく、 あらゆる 類似 點を 有する とともに 相違 點も少 くないので、 比較 言語つ 

手段に よって 一 致點と 特異 點とを 比較し、 それより き W さるる 合 现 的の 結 * によって 一 K 葉の もとの 形 を 定める。 古 

高 ドイツ語、 ゴ ー ト語、 古 イギリス 語で は farfrn とい ひ、 一方 古 北方 語で fara とい ふこと が 知れて ゐれ ば、 原 

fal.an で、 卜；1 北方 語の 形 は n が 落ちた ものと する c  n が 落ちる とい ふこと はしばしば 起る こと. たからで ある。 ただ 一 

つの 言^に のみ 原形が 淺 ると いふ/ j とも 珍ら しからぬ ことで あるから、 が 原形で あると いふ こと も、 それ 自身 

では 考 へられぬ ので はない が、 外の いろいろの 言葉が 揃 ひも 揃って faran となって ゐ るの を 見る と、 その 考は fee 

ざる を 得ない。 また ゴ ー ト 語で gast8" 古 高 ドイツ語で giest 古 北方^で gestr である 時、 どうして 原形 を 求める かと 

いふと、 別に 原 北方 語の gastiR とい ふ 形が 知れて ゐれ ば、 まづ 原形の 語^: は gl, と 定まる。 ゴ，' ト語の gasts も 

原 北方 語の gastiR も 原形で ない こと は、 gasts から s-gtiR も 出て 來 ないし、 逆に gastiu から gasts も 出て 來な <； 
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から、 知れる ので ある。 原形 はこの 二つの 形 を 無理な しに 說明 する ことの 出来る もので なければ ならない 害で あるか 

ら、 gastis  (gastiz) とい ふ 形し か考 へられない。 この gastis  (g-astiz) から i の 落ちた のが gasts であり、 Z から r に 

至る 間が R で、 すな はち g-astiK とい ふ 形が あら はれた ので ある。 かくの ごとくに して 原語が 定まれば、 現に 痕跡 を 

存 する 同系の 言葉の 系圖を 組み立てる ことができる。 これ だけの 仕事が 完成 すれば、 あと はこれ をく りかへ して 一 暦 

その 系圖を 上の 方に 擴げて 行けば よいので ある。 西洋の 言語 擧 はま づ ゲル マ ン諸語 を まとめ、 ラテ ン諸語 を まとめ、 

ゲルト 諸 語 を まとめ、 他の 多くの 諸 語 を まとめ、 幾囘 となく 同じ 方法 を 繰り返して、 つ ひに インド ゲルマン 言語 系統 

とい ふ もの を證 明した。 これより すでに 論斷 したと ころの インド ゲルマン 原語 を 材料と し、 一方 考 古學、 人類 學、 地 

理擧 等の 助力の もとに、 インド ゲルマン 人の 鄕土 をョ I o ッパ にあり とし、 その 鄕土 時代の 文化 を 農牧 併行で あると 

考 へた。 これが インド ゲルマン 一！ =11 語學 とい ふ ものである。 西洋人の 多年の 研究が 確定した ところ は、 インド ゲル マ ン 

言語 系統の 外に、 フ イノ • ゥグ リー 一一 一 n 語 系統、 セミ" ト霄語 系 銃が ある。 他の 言語 系統に ついても 研究 は あるが、 それ 

は いづれ も 試みであって、 確定した もので はない。 フ イノ. ゥグリ 言語 系統、 セミ ッ ト言語 系統 は 立派に 證 明され た 

が、 しかしながら まだ インド ゲル マ ン 言語 學の やうな 立派な もの は 組織され てゐ ない のであって、 今 曰の ところでは 

遺憾ながら 言語 學卽 インド ゲル マ ン 言語 學 なので ある。 我々 が 比較 言語の 方法に よって 國 語の 系統 を^め、 國 語の， 鄉 

土 を 明かに し、 さらに 進んで 鄕土 時代の 國 民の 文化 を 知らう と 企てるならば、 どうしても インド ゲル マ ンー百 語 學の成 

鑌に倣 ふより 外に 道がない。 こ ゝには インド ゲル マ ン 言語 舉の 成績 を縷述 する 暇がなく、 その 方法 を 國語に 適用す る 

試み はま だ 何人に も 着手され てゐ ない ので、 この 最も 精彩 ある 部分に ついて 多く を 語り 得な いのは 遣憾 である。 ただ 
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し學 問の 發達 は必す 將來に 於て はこの 方面に 大 なる 研究 を 生む であらう C 

(これ を 書く につ いて 全體 にわた つて 利益 を 受けた の は Kl..  Sandfeld の spl.ogvidenskaber とい ふ 本で ある。 朝鲜語 につ いて 

は 宮崎^ 三郎 先生の 法制 史論 集に 負 ふところ 多く、 文屮に 先輩の 說 といった の はこの 本の 屮 にある 說 である。 アイヌ 語 を 以て 地名 

を說 くこと はバ チェラ- 師の 「アイヌ 語より 觀 たる 日本 地名 研究」 とい ふ 本に 據 つた。 文中に 先輩の 研究と いったの はこれ を 指す。) 
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